
こまちぷらす事業紹介



自己紹介

認定NPO法人こまちぷらす理事長。

2004年トヨタ自動車株式会社にて海外営業や海外調査を担当。第一子出産直後に感じた育児における孤独

感やその後救われた経験から、2012年に退社しこまちぷらすを当時のママ友数人と立ち上げる。

現在横浜市戸塚区にてスタッフ約50人・ボランティア約300人とともに「こまちカフェ」「こよりどうカ

フェ」を拠点とした対話と出番の場づくり、企業との協働プロジェクトなどを展開。

2019年米フィッシュファミリー財団チャンピオン・オブ・チェンジ日本大賞にて入賞、201７年イスラエル

政府招へいプログラム「女性ヤング・リーダーシップ・プログラム」メンバーに選出され1週間イスラエル

訪問、2022年ザルツブルググローバルセミナーフェローに日本から30人のうちの1人に選ばれザルツブルグ

での会議に参加、横浜市教育委員、元横浜市市民協働推進センター協働コーディネーター、元横浜市子ど

も子育て会議委員、９０会員いる地元商店会の副会長を５期つとめる。

2児の母、趣味は山登りで百名山踏破目指している。



原点１：大学時代

• 大学2年）新潟県にある公共文化施設とそのまちのまちづくりの研究に没頭。地元の方の家に何日も泊

り込んで過ごす中でこのまちが好きになり、もっとたくさんの人にこの魅力をどう知ってもらえるか

を考えるようになる。

• 学生団体Artaggloを立ち上げる。バス２台東京でチャーターして、64人新潟まで連れていく。テントで

野宿したり、地元の方と料理つくったり、みんなで音楽奏でたりしながら、１日限定カフェをつくる。

• 大学3年）その地域の中期計画策定委員に選ばれ、通いつめる。まちづくりのコンサルタントや県行政

職員、町の役場の人、商店会、施設の方、いろんな立場の方と会議を一緒にする中でまちづくりの面

白さを実感。



原点２：出産

• 言葉にならない孤立感 （同じ子育て中の親子と出会いたい、天気以上のことを話したい、ぽっかり穴があいた気持ち、

社会からの隔絶感、、、でも「もっと大変な人はいっぱいいる」「みんなできている」「自分は甘えている」→相談×）

• 育休中に親子サークルにて手遊びやおしゃべり会毎月開催等を通して、自分自身の感じてきたことが「自分の課題だけ

ではない」ということに気づく。（⇒社会の課題として認識）

• 子育て支援拠点の立ち上げに関わる。関わる中で、情報はあるところを知っていればたくさん手に入ることを知り、

それが必要としていた自分が全くたどり着けなかったことに愕然とする。

• 20-80代まで幅広い年齢の支援者や当事者と知り合うなかで、意識と行動が変わる。

※子どもをたくさん会議の度にいろんな人に抱っこをしてもらうことで、家族以外の「まち」の人に頼れるように。

※多様な価値観を知ることで、自分の中の「ねばならぬ」がなくなっていく。（いろいろＯＫなんだ！に気づく）

※参加することで社会の一員という感覚を取り戻す。自分の社会での役割を実感。多くの仲間を得られる。

• 自分はラッキーだった。これを「偶然」にしたくない。届いていない情報を届くようにしたい。

支援の発想がなくても自分が得られたような多くの人との「出会い」「参加できる」場所をつくりたい。



原点３：仕事

• 復帰後は、5時半に起きてお弁当（幼稚園）つくり⇒7時に家を出て保育園へ⇒1.5時間通勤（都内へ）

⇒仕事（時短）⇒1.5時間通勤⇒保育園お迎え⇒ご飯つくり食べてお風呂入れて寝かしつけ⇒

10時から在宅勤務⇒夜中12時に終了⇒就寝⇒朝５時半に起きてお弁当⇒・・・

• 海外調査の仕事：欧州ギリシャやスペイン等の国々なども調べながら、ものづくり産業の衰退による

失業率の高まり、政府の財政基盤が揺らぐことにより公共サービスもままならなく状態を見る

⇒いつか居場所をつくりたい。でも、そのときは、公財源に依存せず、民間でも続けられる

モデルをつくっていきたいと思う原点に。

• 2011年3月11日震災。都内の会社の最上階に近い階で大きく揺れる。一晩会社で過ごす

⇒「いつかつくりたいと思っているうちに、その『明日』は突然なくなるかもしれない」

⇒いつかではなく、やろう。退職決意し、ママ友5人に声かけ団体を立ち上げる。
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こまちぷらすについて

法人・事業内容・コンセプト



認定NPO法人こまちぷらす

子育てを、まちでプラスに。

子育てが「まちの力」で豊かになる社会



課題

74%１人/週

1)国立成育医療研究センター2) 「子育て中の孤立や孤独に関する調査」を2020年10月(PIAZZA株式会社、N＝1,067）

2)孤立感を感じると答える母親１）妊産婦の自殺

データからみる現状

環境の激変
＝

新しい人生

「幸せ」幻想
＝

幸せ子育て

既存の関係の切断

既存の経験の無効化

否定的意見の封じ込め

幸せでない自己の否定

孤独、孤立

自己否定

孤独・孤立感が生まれる構造

※2019年 早稲田大学石田光則教授とこまちぷらす共同調査より



セオリーオブチェンジ





〇オンラインショップ
開設

〇テイクアウトの
開始

2020.3

●第12回地域再生大賞 準大賞受賞
（2022年1月）

●店内飲食停止

●事業継続のため
クラファン開始

●2030年ビジョン策定

〇コーヒースタンド
開始

●クレド作成

●ウェルカムベビーPJ
鶴見区でスタート

第7回健康寿命をのばそう！アワード 
厚生労働大臣 団体部門 優秀賞受賞

●ウェルカムベビーPJ
松戸市でスタート

2021

新型コロナ
混乱期

在り方/基盤
検討期

第13回かながわ子ども・子育て支援大賞
「奨励賞」 受賞

●ウェルカムベビーPJ
茅ヶ崎市でスタート

2022
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認定NPO法人こまちぷらす



情報発信





数字でみる事業概要：組織編

スタッフ人数：約50人（2024年1月現在）

登録ボランティア数：約300人（こまちパートナー）

第7回健康寿命をのばそう！アワード 厚生労働大臣 団体部門 優秀賞受賞
（2018年11月）
第13回かながわ子ども・子育て支援大賞「奨励賞」 受賞（2019年11月）
第12回地域再生大賞 準大賞受賞（2022年1月）



数字でみる事業概要：予算編

2022年度 事業規模：約4800万



てこ（セオリーオブチェンジ）

まちの中で我が事として、
子育てに関わる人口を増やす

対話の場と出番をつくる



運営している居場所



てこ（セオリーオブチェンジ）

まちの中で我が事として、
子育てに関わる人口を増やす

対話の場と出番をつくる



こまちカフェ（神奈川県横浜市戸塚区 戸塚駅徒歩7分 第一号店開始2012年）

https://comachicafe.com/





障害

ダブル
ケア

不登校
ひきこもり

対話の場と出番をつくる



こよりどうカフェ
（戸塚駅徒歩5分 400年の歴史あるお寺境内内：オープン2022年）

https://coyoridocafe.com/



居場所で作った惣菜を近隣保育園の利用者に届ける事業。その過程には多世代のボランティ
アや就労移行支援事業所の利用者等、年齢や障 害の有無にかかわらず多様な人が関わる。

保護者が働く子育て世帯は、仕事帰りの子どものお迎えの際に保育園でお惣菜を受け取るこ
とがで きる。また、お惣菜には地域情報を付録として付けているため、家事育児負担の軽
減のみならず地域との接点を見つけ、居場所や地域の行事 等へ足を運びやすくなる

こよりどうカフェで実施している
居場所⇒保育園にお惣菜を届ける事業



居場所⇒保育園にお惣菜を届ける事業開始

2023年6月
内閣官房
地域における孤独・孤立対策に関する 
NPO 等の取組モデル調査に採択される

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kodoku_koritsu_taisaku/pdf/230613_npo.pdf

記者発表資料



居場所⇒保育園にお惣菜を届ける事業での連携先

週１、2人の
就労移行支援事業所利用者が作業



DV 自由がない

離婚   やりたいことわからない

親からの虐待 自信がない

親の介護・看取り 病気・うつ

子どもの障害

子どもの不登校

「自分さえがんばれば」
「そういうものなのかな」

カフェで聞く声



こまちぷらすの社会的価値：社会とのつながりなおし・ウェルビーイング

社会とのつながりがもたらすもの

29

•心の健康や幸せを保つ

•新たな挑戦を支える

•自己成長を促す

妊娠・出産・育児・介護などによる影響

影響：これまで持っていた社会とのつながりが薄くなる

理由：特定少数の人との関係に大半の時間を費やすから

解決の方向性：多様性に触れる機会と時間を増やす

影響：これまで持っていた自信や自己肯定感が下がる

理由：不甲斐なさ※を感じる機会が多いから

解決の方向性：エンパワーメントする

※思うようにならず残念で情けない気持ち

こまちぷらすの価値

Reconnecting with society（社会とつながりなおす）

1. 今の自分を「受け入れて」もらえる

2. 多様な機会がある

3. 今の自分にもできることがあると「自信が持てる」

4. 自分の中にある潜在能力が「引き出される」

5. これまでの自分とは違う一歩を踏み出せる「力に気付く」

6. 自ら新たな挑戦に取り組む

新たな自分として社会参加

•多様な社会属性との関係構築と協働

•具体的活動のための場や事業の運営

こまちぷらすの基盤

経営資源の獲得

こまちパートナーの方の発言より編集・作成（作成：株式会社イミカ）



対話の場と出番をつくる



つながり
デザイン

カフェの場から「まちの担い手」が生まれるモデル体系化



理念があり、理念に共感する機会

無関心 興味がある 愛着がある 主体的に関わる 地域に関わる

参加のデザイン

32

入りやすい入口
場への安心感

・雰囲気づくり

同志や仲間が

できる機会

役立ち感を

得られる機会

「やりたい」が

地域の困り事と

結びつく機会

「やりたい」を

提案・発信する

機会

足踏みや

学びの機会

関わる人の居場所や地域との関係性

① ② ③ ⑤ ⑥

④ ⑦

居場所を支えるもの
人と人、人と機会をつなぐ人（コーディネーター）の存在



居場所が全国に増えていくために実施していること

オープンソース化や全国の居場所向けに

講座の展開、インターンの受け入れ



てこ（セオリーオブチェンジ）

まちの中で我が事として、
子育てに関わる人口を増やす

対話の場と出番をつくる



まちの中で我が事として、
子育てに関わる人口を増やす

ウェルカムベビープロジェクト
® 地元商店会事務局

ヤマト運輸株式会社神奈川主管支店と
2016年に立ち上げた、「まちから出産祝い」を
多くの人の手でつくり届け、赤ちゃんウェルカム
な文化を醸成するプロジェクト（4地区にて実施、

日本初おむつ自販機誕生全国92機設置）

こまちカフェが所属している商店会（約90会員）
の事務局を2016年から担う。

商店会ビジョン：「子どもも高齢者も障がいのある
ひとも、誇りと居場所と出番を感じられる地域」

https://welcomebabyjapan.jp/ http://honobonototsuka.jp/



2016年4月に、 赤ちゃんと家族をお祝いする気持ちをこめて、

 地域と企業から「出産祝い」をお送りすることから始まりました。

（ヤマト運輸株式会社神奈川主管支店と認定NPO法人こまちぷらすで

横浜市戸塚区にて立ち上げ）

®「ウェルカムベビープロジェクト」は、

特定非営利活動法人こまちぷらすの登録商標です。（登録第6024908号）

後援：横浜市こども青少年局

まち全体で赤ちゃんの誕生をお祝いし、
子育てを応援できる社会になることを

目指しているプロジェクトです

ウェルカムベビープロジェクト

36



まちからの「出産祝い」

「民間型プロジェクト」として運営費はご協賛とご寄付により成り立っています。 37



戸塚支部/本部

鶴見支部

松戸支部
認定NPO法人
こまちぷらす

NPO法人
つるみままっぷ

まつどでつながる
プロジェクト

展開地域

茅ヶ崎支部
地域のお茶の間
研究所さろんどて



2016年度
２３９人

※戸塚のみで実施

４区の出産祝いお届け数

39

2022年度
戸塚 922人
鶴見 336人
松戸  300人
茅ヶ崎 150人

約1,708人



「循環」を生むプロジェクト
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受け取った方々も一緒に考える・作る

「贈る→受け取る」から「一緒に作る」循環へ



背守りについて



「ご出産おめでとうございます。昼も夜も赤ちゃんのことこと
ばかりで大変なこともたくさんあると思います。お母さんとの
ペースで赤ちゃんとの時間を楽しめるようになることを願って
います！」
1歳1か月のママより

背守りメッセージ例

「ご出産おめでとうございます。子育ての不安もあ
るかと思いますが、いろいろなコミュニティ持つな
ど息抜きを大事にされてください。こまちカフェさ
んはオススメです。」40代男性

「ご出産おめでとうございます！お子様がすくすくと元気に大
きくなりますように！一人で悩まず、楽しく子育てしてくださ
い」60代2児の父

「ご出産おめでとうございます！！21歳の学生です
が、母にはとても感謝しています。反抗したことも
あったけど、今では私の1番の理解者で信頼できる母
です。無理せず頑張ってください。応援していま
す。」
21歳の学生より



ひとつひとつ商品を作ってくれた方や
メッセージを書いてくれた方、
このギフトボックスを梱包してくれた方に

御礼を言いたいです。

受取ったご家庭からの声

戸塚には引越してきたばかりだったの

で、知り合いもおらず不安でしたが、
嬉しい気持ちになりました。

手書きのメッセージとても嬉しかったです。

普段ワンオペ育児の分優しい言葉が

涙が出て嬉しかったです。

このような活動をしてくれるのは、

いざという時に頼れるなぁ

という安心感があっていいなと思います。



背守り縫ってくれている方々の声

同じような趣味をもった方
たちと話をするのが楽しい。
また、この背守りがどんな
赤ちゃんの元へ届くか想像
しながら背守りを縫うのが
楽しい。

自分の子育ても思い出し
たりして、背守りをつく
ることに今は生きがいを
感じている。

4年前に引っ越して高齢者住宅で暮らす
ようになったけど、知り合いがいな
かった。
教え合ったりしながらそれぞれの生い
立ちや昔話をしながら背守りをつくる
のが楽しい。



パートナー企業



パートナー企業



おむつとの飲み物自動販売機の誕生

おむつ自動販売機がこのプロジェクト主催のワークショップから誕生。

2017年3月に1号機を設置して以来、区役所や行政関連施設、商業施設や空港等全国約100か所に

広がっている。
現在は、他社でもおむつ自動販売機が設置が進んでいる。
飲料・おむつ・液体ミルクも入った自販機も千葉県松戸市で誕生。
災害時も命をつなげるインフラに。

プロジェクトに参加した東京キリンビバレッジサービス株式会社と花王株式会社で開発（2017年）

48
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様々なスピンオフが生まれていく 考える・作る
広げる・応援する



なんとかなる「クッション」が増えていく



こまちぷらす2030年ビジョン



参考資料



こまちぷらすの「クレド」



©超福祉の学校プロジェクト@
NPO法人ピープルデザイン研究所/認定NPO法人こまちぷらす

＊①②のみ今回のワークのため文言変更

②
こどもたちが

「自ら学び 社会とつながり
ともに未来を創る人」に

なっている

① ③

④

⑥

⑤

現状・課題

既存の取り組み
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